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精
神
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
状
態
を
、
古
典
東
洋
医
学
の
言
葉
で
い
う
と
、
「
栄
衛
の
廻
り
の
悪
化
し

た
状
態
」
と
言
え
る
。 

 

栄(

＝
営)

・
・
・
血
液
に
よ
る
栄
養(

営
養)  

 

衛
・
・
・
皮
膚
表
面
に
お
け
る
外
邪
防
衛
＋
免
疫
作
用
に
よ
る
内
部
防
衛 

 

咽
頭
・
咽
喉
は
つ
ね
に
過
労
状
態
に
あ
る
器
官
で
あ
る
・
・
・
た
と
え
ば
、P

C

を
使
用
し
て
文
書

を
作
っ
て
い
る
時
、
あ
る
い
は
文
書
を
黙
読
し
て
い
る
時
で
も
、
発
声
に
関
わ
る
部
位
は
動
い
て
い

る(

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
よ
る
指
摘)

。 

こ
れ
に
加
え
て
、
常
時
、
外
邪
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
先
の
長
野
先
生
に
よ
る
「
ヒ
ト
の

生
命
は
疲
労
レ
ベ
ル
に
お
い
て
す
で
に
扁
桃
の
病
変
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
指
摘
を
考
慮
に
入
れ

る
と
、
咽
頭
・
咽
喉
は
き
わ
め
て
過
酷
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

以
下
の
「
霊
枢
・
憂
恚 い

無
言
第
六
十
九
」
で
は
、
咽
頭
・
咽
喉
の
構
造
と
働
き
を
、
現
代
西
洋
医
学

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
見
て
お
り
、
興
味
深
い
。
た
だ
し
題
目
に
「
憂
恚 い

※
無
言
」
と
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
大
な
精
神
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
場
合
に
、
喋
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

場
合
の
病
理
に
つ
い
て
は
説
明
が
な
く
、
残
念
で
あ
る
。 

 

※
恚 

イ 

い
か-

る
、
う
ら-

む 

 

■ 

咽
頭
・
咽
喉
に
つ
い
て 

靈
樞
・憂
恚 い

無
言
第
六
十
九      

黄
帝
問
於
少
師
曰
、
人
之
卒
然
憂
恚 い

而
言
無
音
者
、 

何
道
之
塞
、
何
氣
出
行
、
使
音
不
彰
、
願
聞
其
方
。 

恚 

イ 

い
か-

る
、
う
ら-

む 

少
師
答
曰
、
咽
喉
者
水
穀
之
道
也
、
咽
イ
ン
＝
む
す
ぶ 

喉
コ
ウ
＝
喉
の
な
る
音 
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咽
・喉
と
も
に
、
狭
隘
の
要
衝
の
意
が
あ
る 

喉
眛
者
氣
之
所
以
上
下
者
也
、 

眛 

ロ
ウ 

の
ど 

 
勹 え

厭 え
ん

者
音
聲
之
戸
也
※
１
、
厭 

エ
ン 

お
す
、
お
さ-

ふ 

後
文
に
よ
れ
ば
喉
頭
蓋
を
さ
す
。 

口
脣
者
音
聲
之
扇
也
、 

舌
者
音
聲
之
機
也
、
機 
ひ
き
が
ね
、
か
ら
く
り 

懸
雍
垂
者
聲
之
關
也
、 

懸
雍
垂
＝
口
蓋
帆
と
口
蓋
垂 

雍
＝
つ
ま
る
、
さ
え
ぎ
る 

頏
洶
者
分
氣
之(

し
て)

所
泄
也
、
頏 
カ
ウ 

の
ど
ぶ
え 

洶 

サ
ウ 

ひ
た
ひ
・
の
ど<

本
資
料
末
を
参
照> 

後
文
を
見
る
と
咽
頭
口
部
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。 

 

分
氣
＝
息
が
鼻

腔
と
口
腔
に
分
岐
す
る
※
２ 

横
骨
者
神
氣
所
使
主
發
舌
者
也
。 

横
骨
＝
張
介
賓 
喉
の
上
の
軟
骨
な
り
＝
甲
状
軟
骨
か 

故
人
之
鼻
洞
涕(

鼻
水)

出
不
収
者
頏
洶(

＝
鼻
腔
か
ら
咽
頭
への
咽
頭
口
部)

不
開
、 

分
氣
失
也
。 

是
故
厭(

喉
頭
蓋)

小
而
疾
猷
則
發
氣
疾(

は
や
い)

、
其
開
闔
利
、
其
出
氣
易
※
３
。 

其
厭
大
而
厚
則
開
闔
難
、
其
氣
出
遲
。
故
重
言(

言
葉
が
重
い)

也
。 

人
卒
然
無
音
者
寒
氣
客
干
厭(

喉
頭
蓋)

、
則
厭
不
能
發(

さ
っ
と
動
く)

。 

發
不
能
、
下
至
其
開
闔
不
致
、
故
無
音
。 

厭
・・・發 

瞬
時
に
動
く 

黄
帝
曰
刺
之
奈
何
。 

膈
伯
曰
足
之
少
陰
上
、
繫
於
舌
、
絡
於
横
骨(

甲
状
軟
骨)

、
終
於
勹
厭(

喉
頭
蓋)

。 

兩(

ふ
た
つ
な
が
ら)

寫
其
血
脈
、
濁
氣
乃
辟(

の
ぞ
く)

。 

勹
厭(

喉
頭
蓋)

之
脈
上
絡
任
脈
、
取
之
天
突
、
其
厭
乃
發
也
。 

 

※
１ 

勹
厭 

張
介
賓 

勹
厭
は
喉
の
間
の
薄
膜
な
り
。
周
圍
は
勹
合
し
、
上
は
懸
雍(

口
蓋
垂)

に
連
な
る
。
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咽
喉
の
食
と
、
息
道
の
も
っ
て
亂
れ
ざ
る
は
、
そ
の
厭
の
遮
ぎ
る
に
頼
る
を
得
て
な
り
。 

 
 

 
 

 
 

 

→ 

「
薄
膜
」と
は
「
食
と
、
息
道
の
も
っ
て
亂
れ
ざ
る
」
と
い
う
機
能
を
考
え
る
と
喉
頭
蓋
を

指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

※
２ 

張
介
賓 

洶
の
前
に
竅(

あ
な)

あ
り
、
息
は
鼻
に
通
ず
。 

 
 

 
 

張
志
聡 
頏
洶
は
椙(

あ
ご)

の
上
の
竅
。
口
鼻
の
氣
、
お
よ
び
涕
、
唾
こ
こ
よ
り
相
通
ず
。 

《 

読
み
下
し
文 

》 

黄
帝
、
少
師
に
問
ふ
て
曰
く
、
人
の
卒
然
と
し
て
憂
恚 い(

い
か-

る
、
う
ら-

む)

し
て
言
ふ
に
無
音 

な
る
は
、
何(

い
づ
く)

の
道
、
塞
が
り
て
、
何
の
氣
、
出
で
行
き
、
音
を
し
て
彰
ら
か
な
ら
ざ 

ら
使
む
。
願
は
く
ば
其
の
方
を
聞
か
ん
。  

少
師
、
答
へて
曰
く
、
咽
喉
は
水
穀
の
道
な
り
て
、
喉
眛
は
氣
の
上
下
す
る
所
以
の
者
な 

り
。
勹 え

厭 え
ん(

喉
頭
蓋)

は
音
聲
の
戸
な
り
て
、
口
脣
は
音
聲
の
扇
な
り
。
舌
は
音
聲
の
機
な
り 

て
、
懸
雍
垂(

口
蓋
帆
と
口
蓋
垂 

雍
＝
つ
ま
る
、
さ
え
ぎ
る)

は
聲
の
關
な
り
。 

頏
洶(

咽
頭
鼻 

部)

は
分
氣
し
て
泄
れ
る
所
な
り
て
、
横
骨(

喉
の
上
の
軟
骨)
は
神
氣
の
發
舌
を
主
ら
使
む
る 

所
の
者
な
り
。  

故
に
人
の
鼻
洞
よ
り
、
涕(

こ
の
場
合
、
鼻
水)

出
で
て
収
ら
ざ
る
は
、
頏
洶(

＝
鼻
腔
か
ら
咽
頭
への
咽 

頭
鼻
部)

開
か
ず
、
分
氣
、
失
す
る
也
。 

是
の
故
に
、
厭(

喉
頭
蓋)

、
小
さ
く
し
て
、
疾
、
猷(

せ
ま)

れ
ば
則
ち
、
發
氣
、
疾(

は
や)

く
、 

其
の
開
闔
、
利
な
り
て
、
其
の
氣
を
出
だ
す
こ
と
易
し
。
其
の
厭
、
大
き
く
し
て
厚
け
れ
ば 

則
ち
、
開
闔
、
難
し
く
、
其
の
氣
、
出
づ
る
こ
と
遲
し
。
故
に
言
に
重
き
な
り(

言
葉
が
重
い)

。 

人
の
卒
然
と
し
て
音
、
無
き
は
、
寒
氣
、
厭(

喉
頭
蓋)

に
客
す
れ
ば
則
ち
、
厭
、
發
す
る
能
は 

ず
。
發
、
不
能
に
し
て
、
下 し

も

、
其
の
開
闔
を
致
さ
ざ
る
に
至
る
が
故
に
、
音
、
無
き
な
り
。  

黄
帝
曰
く
、
之
を
刺
す
は
奈
何
。 

膈
伯
曰
く
、
足
の
少
陰
は
、
上
の
か
た
舌
に
繫
が
り
、
横
骨(

甲
状
軟
骨)

に
絡
ひ
、
勹
厭
に
終
る
。
兩(
ふ

た
つ
な
が
ら)

つ
な
が
ら
其
の
血
脈
を
寫
す
ば
、
濁
氣
、
乃
ち
辟(

の
ぞ
く) 

か
る
。
勹
厭
の
脈
は
、
上
の
か
た

任
脈
を
絡
ひ
、
之
を
天
突
に
取
れ
ば
、
其
の
厭
、
乃
ち
發
す
る
な
り
。 

 

《 

現
代
日
本
語
訳 

》 

黄
帝
が
少
師
に
問
う
て
言
う
に
は
、
人
が
恨
み
に
鬱
然
と
な
っ
た
と
き
に
、
突
如
と
し
て 

言
葉
が
出
な
く
な
る
の
は
、
何
の
道
が
塞
が
り
、
何
の
気
が
出
て
し
ま
い
、
声
が
彰
ら
か
で 

な
く
な
る
の
か
。
願
わ
く
ば
そ
の
治
療
方
を
聞
き
た
い
の
だ
が
。  

少
師
が
答
え
て
言
う
に
は
、
咽
喉
は
水
穀
の
道
で
あ
り
、
喉
眛(

の
ど)

は
気
の
上
下
す
る 

た
め
の
も
の
で
す
。 

勹 え

厭 え
ん(

喉
頭
蓋)

は
音
声
の
戸
で
あ
り
、
口
脣
は
音
声
の
扇
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

舌
は
音
声
を
出
す
た
め
の
引
き
金
で
あ
り
、
懸
雍
垂(

口
蓋
帆
と
口
蓋
垂)

は
声
の
関
門
と
い 

え
ま
す
。 
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頏
洶(

咽
頭
鼻
部)

は
、
気
管
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
呼
気
が
、
鼻
腔
と
口
腔
に
分
か
れ
る 

所
で
、
横
骨(

喉
の
上
の
軟
骨)

は
、
神
氣
が
舌
の
動
き
を
主
っ
て
い
る
場
所
で
す
。  

よ
っ
て
人
の
鼻
洞
よ
り
、
鼻
水
が
出
て
止
ま
ら
な
く
な
る
の
は
、
頏
洶(

頭
鼻
部)

が
詰
ま 

っ
て
開
か
ず
、
鼻
か
ら
息
を
吐
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

是
の
故
に
、
厭(
喉
頭
蓋)

が
小
さ
い
人
の
場
合
は
、
病(

邪
気)

が
迫
る
と
、
発
気
も
速
く
行
な 

わ
れ
る
の
で
、
喉
頭
蓋
の
開
閉
も
速
く
で
き
、
呼
気
を
出
す
こ
と
も
容
易
に
な
り
ま
す
。 

其
の
厭(

喉
頭
蓋)

が
大
き
く
厚
け
れ
ば
、
開
閉
は
難
し
く
、
呼
気
が
出
る
こ
と
も
遅
く
な
り
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
鼻
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
言
葉
が
重
く
聞
こ
え
る
の
で
す
。 

人
の
声
が
急
に
出
な
く
な
る
の
は
、
寒
氣
が
厭(

喉
頭
蓋)

に
客
し
て
、
厭
が
動
作
す
る
こ
と
が
で
き
な
く 

な
っ
た
か
ら
で
、 

さ
っ
と
動
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
下
で
は
、
き
ち
ん
と
開
閉
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の 

で
、
声
も
出
な
い
の
で
す
。  

黄
帝
曰
く
、
こ
れ
を
鍼
で
治
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。 

膈
伯
が
言
う
に
は
、
足
の
少
陰
經
は
、
上
方
で
は
舌
に
繫
が
り
、
横
骨(

甲
状
軟
骨)

に
絡
い
、
勹
厭(

喉
頭

蓋)

に
終
っ
て
い
ま
す
。
下
の
裏
に
見
え
る
血
脈
を
両
方
と
も
寫
血
す
れ
ば
、
濁
気
は
除
か
れ
ま
す
。
勹
厭

の
脈
は
、
上
方
で
任
脈
に
絡
っ
て
い
る
の
で
、
天
突
か
ら
鍼
を
す
れ
ば
、
喉
頭
蓋
も
動
き
を
取
り
戻
し
ま

す
。 

  

■
中
国
古
典
医
書
で
は
精
神
ス
ト
レ
ス
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か 

素
問
・
上
古
天
眞
論
篇
第
一 

3
-2

今
時
之
人
不
然
也
。
以
酒
爲
漿
、
以
妄
爲
常
、
醉
以
入
房
、
以
欲
竭

其
精
。
以
耗
散
其
眞
、
不
知
持
滿
、
不
時
御
神
、
務
快
其
心
、
逆
於
生
樂
、

起
居
無
節
、
故
半
百
而
衰
也
。 

 

今
時
の
人
は
、
然
ら
ざ
る
也
。
酒
を
以
て
漿(

飲
み
物)

と
爲
し
、
妄(

み
だ
り)

を
以
て
常
と
爲
し
、

醉
ひ
て
以
て
房
に
入
、
欲
を
以
て
其
の
精
を
竭
く
す
。
以
て
其
の
眞
を
耗
散
し
、
滿
つ
を
持(

た
も)

つ
を
知
ら
ず
、
神
を
御(

た
も)

つ
を
時(

よ)

し
と
せ
ず
、
其
の
心
を
快
か
ら
し
め
む
と
務
め
、
生
の

樂
し
み
に
逆
ひ
、
起
居
に
節
、
無
き
が
故
に
、
百
を
半
ば
に
し
て
衰
ふ
る
也
。 

 

今
の
世
の
人
は
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
酒
を
以
て
普
段
の
飲
み
物
と
し(

毎
度
の
よ
う
に
酒
を

飲
み)

、
妄
思
・
妄
動
を
以
て
常
に
成
し
、
醉
っ
た
う
え
で
寝
室
に
入
り
異
性
と
交
わ
る
。(

酒
を
水

の
よ
う
に
飲
み
、
信
ず
る
も
の
が
無
い
の
で
妄
り
に
動
き
ま
わ
り
、
醉
っ
た
う
え
で
寝
室
に
入
り
好

色
の
か
ぎ
り
を
つ
く
す
の
で
す
。
欲
に
従
っ
た
結
果
、
精
は
竭
き
て
し
ま
い
、
眞
気
も
消
耗
し
て
し
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ま
い
ま
す
。
満
足
し
て
、
そ
こ
で
終
り
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
、
精
神
を
平
静
に
保
つ
こ
と

を
良
し
ま
せ
ん
。
気
持
ち
を
快
か
ら
し
め
ん
と
務
め
る
ば
か
り
で
、
体
を
い
た
わ
っ
て
過
ご
す
楽
し

み
に
逆
ら
い
、
動
作
や
行
な
い
に
節
度
が
な
い
た
め
に
、
百
歳
に
至
る
半
ば
の
五
十
歳
に
し
て
、
体

が
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

以
欲
竭
其
精
、
以
耗
散
其
眞
、 

王
注･･･

樂
色
曰
欲
、
輕
用
曰
耗
、
樂
色
不
節
則
精
竭
、
輕
用
不
止
則
真
散
、
是
以
聖
人
愛
精
重
施
、

髓
滿
骨
堅
。「
老
子
」
曰
、
弱
其
志
、
強
其
骨
。
河
上
公
曰
、
有
欲
者
亡
身
。「
曲
禮
」
曰
、
欲
不
可

縱
。 

色
に
樂
し
む
を
欲
と
曰
ひ
、
輕
ん
じ
て
用
ゐ
る
を
耗
と
曰
ふ
。
色
に
樂
し
み
て
節
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
、

精
、
竭
き
、
輕
ん
じ
て
用
ゐ
て
止
ま
ざ
れ
ば
則
ち
、
真
、
散
ず
。
是
れ
以
て
聖
人
は
精
を
愛
し
、
重

く
施
せ
ば
、
髓
、
滿
ち
て
骨
、
堅
し
。「
老
子
」(

安
民
第
三)

に
曰
く
、「
其
の
志
を
弱
め
、
其
の
骨

を
強
く
す(

高
み
を
望
む
志
を
弱
め
、
現
実
を
生
き
抜
く
力
と
な
る
筋
骨
を
強
く
す
る)

」
と
。
河
上

公(

「
老
子
」
河
上
公
注)

曰
く
、「
欲
、
有
る
者
は
、
身
を
亡
ぼ
す
」
と
。「
曲
禮
」
に
曰
く
、
欲
は

縱(

ほ
し
い
ま
ま)

に
す
可
か
ら
ず
、
と
。 

好
色
で
あ
る
こ
と
を
「
欲
」
と
言
い
、
軽
ん
じ
て
用
い
る
こ
と
を
「
耗
」
と
言
う
。
好
色
の
ま
ま
節

制
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
精
が
竭
き
、
軽
ん
じ
て
用
い
る
こ
と
が
止
ま
な
け
れ
ば
、
真
気
は
散
ず

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
聖
人
は
精
を
愛
し
、
精
気
に
慎
重
に
扱
え
ば
、
髓
も
滿
ち
て
骨
を
堅
く
保

て
る
。「
老
子
」(

安
民
第
三)

に
曰
く
、「
高
み
を
望
む
志
を
弱
め
て
、
現
実
を
生
き
抜
く
力
と
な
る

筋
骨
を
強
く
す
る
こ
と
が
肝
腎
だ
」
と
。「
老
子
」
に
注
し
て
河
上
公
の
言
う
に
は
「
欲
、
有
る
者

は
、
身
を
亡
ぼ
す
」
と
。「
曲
禮
」
に
は
「
欲
は
縱(

ほ
し
い
ま
ま)

に
す
可
か
ら
ず
」
と
あ
る
。 

  3
-3

b

虛
邪
賊
風
、
避
之
有
時
、
恬
惔
虛
无
※

、
真
氣
從
之
、
精
神
內
守
、

病
安
從
※

來
。
是
以
志
閑
而
少
欲
、
心
安
而
不
懼
形
勞
而
不
倦
。
氣
從
以

順
、
各
從
其
欲
、
皆
得
所
願
。
故
美
其
食
、
任
其
服
、
樂
其
俗
、
高
下
不

相
慕
、
其
民
故
曰
朴
。 

 

※
恬
惔 

心
静
か
で
無
欲
な
さ
ま 

虛
无
＝
虚
無 

何
も
な
く
、
か
ら
っ
ぽ
で
あ
る
さ
ま 

※
從 

(

副
詞)

よ-

り
て 

も
と
よ
り
、
当
然
の
こ
と
と
し
て 

虛
邪
、
賊
風
は
、
之
を
避
け
る
に
時
、
有
り
、
恬
惔
虛
无
に
し
て
、
真
氣
、
從
ふ
、
精
神
、
內
に
守

れ
ば
、
病
、
安
ん
ぞ
從
つ
て
來
ら
む
。
是
れ
以
て
志
、
閑
か
に
、
欲
を
少
な
く
す
れ
ば
、
心
、
安
ん

じ
て
、

形
か
ら
だ

、
勞
す
る
を
懼
れ
ず
、
倦
む
こ
と
な
し
。
氣
、
從 よ

つ
て(

も
と
よ
り)

以
て
順
ひ
、
各
々

其
の
欲
を
從
へ
、
皆
な
所
願
を
得
。
故
に
其
の
食
を
美 う

ま

し
と
し
、
其
の
服
を

任
ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
其
の
俗
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に
樂
し
め
ば
、
高
下
、
相
ひ
慕
は
ず
、
其
の
民
、
故
に
朴
と
曰
ふ
。 

 
※
恬
惔 

恬
惔
は
心
静
か
で
無
欲
な
さ
ま 

虛
无---
虚
無 

何
も
な
く
、
か
ら
っ
ぽ
で
あ
る
さ
ま 

  

い
わ
く
、
虛
邪
、
賊
風
を
避
け
る
に
は
、
相
応
の
時
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
恬
惔
虛
无
で
あ
る
な
ら
、

真
気
も
そ
の
人
に
従
い
、
精
気
と
神
が
內
に
守
ら
れ
れ
ば
、
病
は
、
も
と
よ
り
来
た
る
は
ず
も
な
い
。

恬
惔
虛
无
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
志
が
閑
か
で
、
欲
が
少
な
け
れ
ば
、
心
は
安
ん
じ
て
お
り
、
身

体
に
も
倦
み
疲
れ
る
心
配
が
な
い
。
気
持
ち
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
己
に
順
っ
た
も
の
に
な
り
、
欲

も
己
に
従
っ
た
も
の
に
な
り
、
人
は
皆
な
、
自
分
の
願
う
所
を
得
る
。
し
た
が
っ
て
毎
日
食
べ
て
い

る
も
の
に
満
足
し
、
自
分
の
着
て
い
る
服
を
良
し
と
し
、
暮
ら
し
に
楽
し
み
、
身
分
の
高
い
者
、
低

い
者
が
互
い
に
憧
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
国
の
民
は
お
の
ず
と
素
朴
と
言
え
ま
す
。 

  

王
冰
に
よ
る
「
老
子
」
か
ら
の
引
用 

「
老
子
」
曰
、
持
而
盈
之
、
不
如
其
已
。
言
愛
精
保
神
、
如
持
盈
滿
之
器
、
不
慎
而
動
、
則
傾
竭
天

真
。 

「
老
子
」(

運
夷
第
九)

に
曰
く
、「
持
し
て
盈
た
す
は
、
其
の
已
む
に
如
か
ず
」
と
。 

「
老
子
」
運
夷
第
九
に
は
、「
い
っ
ぱ
い
に
入
っ
た
水
を
こ
ぼ
す
ま
い
と
心
配
す
る
前
に
、
入
れ
る

の
を
止
め
た
方
が
よ
い
」
と
あ
る
。 

  

「
老
子
」
曰
、
知
足
不
辱
、
知
止
不
殆
、
可
以
長
久
。 

「
老
子
」
に
曰
く
「
足
る
を
知
れ
ば
辱
め
ら
れ
ず
、
止
め
る
を
知
れ
ば
殆
う
か
ら
ず
、
以
て
長
久
す

可
し
」(

老
子
・
立
戒
第
四
十
四)

と
。 

「
老
子
」
に
は
「
足
り
て
い
る
と
思
え
ば
恥
を
か
か
ず
、
止
ま
る
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
危
険
は
な

い
、
そ
れ
で
長
久
す
る
こ
と
が
で
き
る
」(

老
子
・
立
戒
第
四
十
四)

と
あ
る
。 

  

「
老
子
」
曰
、
禍
莫
大
於
不
知
足
、
咎
莫
大
於
欲
得
、
故
知
足
之
足
常
足
矣
。 

「
老
子
」
に
曰
く
「
禍(

わ
ざ
は)

ひ
は
足
る
を
知
ら
ざ
る
よ
り
大
な
る
は
莫
く
、
咎(

と
が
め)

は
得

む
と
欲
す
る
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
故
に
足
る
を
知
つ
て
足
れ
ば
、
常
に
足
る
」(

老
子
・
倹
欲
第

四
十
六)

と
。 

「
老
子
」
に
は
「
禍(

わ
ざ
わ)

い
は
、
満
足
を
知
ら
な
い
こ
と
よ
り
大
な
る
は
な
く
、
咎(

と
が)

め
は
欲
し
い
と
思
う
よ
り
大
な
る
は
無
い
。
だ
か
ら
満
足
す
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
常
に
そ
れ
以
上
を

求
め
な
く
と
も
済
む
」(

老
子
・
倹
欲
第
四
十
六)

と
あ
る
。 
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「
老
子
」
曰
、
不
見
可
欲
、
使(

民)

心
不
亂
。
又
曰
、
聖
人
爲
腹
、
不
爲
目
。 

「
老
子
」
曰
、「
欲
す
可
き
を
見(

し
め)

さ
ざ
れ
ば
、(

民)

心
を
し
て
亂
れ
ざ
ら
し
む
」(

老
子
・
安

民
第
三)

と
。 

又
曰
く
「
聖
人
は
腹
の
爲(

た
め)

に
し
て
、
目
の
爲
に
せ
ず
」(

老
子
・
倹
欲
第
十
二)

と
。 

「
老
子
」
に
は
「
欲
し
が
る
よ
う
な
も
の
を
見
せ
な
け
れ
ば
、
民
の
平
常
心
を
乱
さ
な
く
て
す
む
」

(

老
子
・
安
民
第
三)

と
あ
る
。
ま
た
「
聖
人
は
質
実
な
生
活
の
た
め
に
力
を
注
ぎ
、
華
美
な
も
の
の

た
め
に
力
を
使
わ
な
い
」(

老
子
・
倹
欲
第
十
二)

と
も
説
い
て
い
る
。 

こ
の
一
条
は
、
目
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ-

ロ
シ
ア
戦
争
の
発
端
当
時
「
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
、
こ
の
戦
争

は
現
在<

テ
レ
ビ
の
中
の
戦
争>

だ
が
、
間
も
な
く<

冷
蔵
庫
の
中
の
戦
争>

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
発
言

し
て
い
た
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
シ
エ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ(

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
作
家)

の
指
摘
を
思
い
出
さ
せ
る
。
な
か
な
か
そ
う
な
ら
な
い
の
が
歯
痒
い
が
。 

   

● 

咽
頭
・咽
喉
痛
、
頭
痛
の
経
脈
的
病
理
に
つ
い
て
は
、
「霊
枢
・経
脈
第
十
」に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 靈
樞
・經
脈
第
十 

 

大
腸
手
陽
明
之
脈
起
于
大
指
次
指
之
端
・
・
・
是
動
則
病
齒
痛
頸
腫
・
・
・
、
是
主 

津
液
※
。
所
生
病
者
、
目
黄
口
乾
鼽
衄
喉
痺
肩
前
臑
痛
・
・
・
。 

腎
足
少
隂
之
脈
起
于
小
指
之
下
邪
走
足
心
出
于
然
谷
之
下
、・
・
・
所
生
病
者
口
熱
舌 

乾
咽
腫
上
氣
嗌
乾
及
痛
・
・
・ 

小
腸
手
太
陽
之
脈
起
于
小
指
之
端
循
手
外
側
上
腕
・
・
・
是
動
則
病
嗌
痛
頷
腫
不
可 

以
顧
・
・
・
、
所
生
病
者
耳
聾
目
黃
頰
腫
頸
頷
肩
臑
肘
臂
外
後
廉
痛
、 

大
腸(

経)

は
手
の
陽
明
の
脈
な
り
て
、
大
指
の
次
指
の
端
よ
り
起
る
・
・
・
是
れ
動
ず 

る
と
き
は
則
ち
、
病
ん
で
、
齒
、
痛
み
、
頸
、
腫
れ
・
・
・
、
是
れ
津
液
を
主
ど 

る
※
。
生
ず
る
所
の
病
は
、
目
、
黄
ば
み
、
口
、
乾
き
、 

鼽
衄

キ
ウ
ヂ
ク(

鼻
血
が
出
る)

し
、
喉
痺
し
、
肩
の
前
、
臑(

上
腕)

、
痛
み
・
・
・
。 

腎
は
足
の
少
陰
の
脈
な
り
て
、
小
指
の
下
よ
り
起
り
、
邪
め
に
足
心
を
走
り
、
然
谷 

の
下
に
出
づ
る
、・
・
・
生
ず
る
所
の
病
は
、
口
、
熱
し
、
舌
、
乾
き
、
咽
、
腫
れ
、 

上
氣
し
て
嗌
、
乾
き
て
痛
む
に
及
ぶ
・
・
・ 

小
腸
は
手
の
太
陽
の
脈
な
り
て
、
小
指
の
端
に
起
り
、
手
の
外
側
を
循
つ
て
腕
に
上 

り
・
・
・
是
れ
動
ず
る
と
き
は
則
ち
、
病
ん
で
嗌
、
痛
み
、
頷
、
腫
れ
、
以
て
顧
み 
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る
可
か
ら
ず
・
・
・
、
生
ず
る
所
の
病
は
、
耳
、
聾
し
、
目
、
黃
ば
み
、
頰
、
腫
れ 

て
、
頸
、
頷
、
肩
、
臑(

上
腕)

、
肘
、
臂(

前
腕)

の
外
後
廉
、
痛
む
。 

 

※ 

大
腸
経
は
「
津
液
を
主
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
免
疫
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て

お
り
、
手
三
里
穴
の
取
穴
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

■ 

頭
痛
に
つ
い
て 

靈
樞
・
經
脈
篇
第
十 

膀
胱
足
太
陽
之
脈
、
起
于
目
內
眥
・
・
・
是
動
則
病
、
衝
頭
痛
目
似
脫
項
如
拔
、・
・
・

所
生
病
者
痔
瘧
狂
癲
疾
頭
𩕄
項
痛
。 

膽
足
少
陽
之
脈
起
于
目
鋭
眥
上
抵
頭
角
下
耳
後
循
頸
行
手
少
陽
之
前
・
・
・
所
生
病

者
頭
痛
頷
痛
目
銳
眥
痛
缺
盆
中
腫
痛
。 

 

膀
胱
は
足
の
太
陽
の
脈
な
り
て
、
目
の
內
眥
よ
り
起
る
・
・
・
是
れ
動
ず
る
と
き
は
則
ち
病
ん
で
、

頭
に
衝 つ

き
痛
み
、
目
は
脫
す
る
に
似
て
、

項
う
な
じ

も
拔
け
る
が
如
し
、・
・
・
生
ず
る
所
の
病
は
、
痔
、

瘧
※(

お
こ
り)

、
狂
、
癲
疾

て
ん
し
つ

※
し
、
頭 ず

𩕄 し
ん

※
、
項
、
痛
む
。 

 

※
瘧 

ギ
ャ
ク 

毎
日
一
定
の
時
刻
に
発
熱
す
る
病
気
、
お
こ
り
、
マ
ラ
リ
ア 

 

※
癲 

テ
ン 

精
神
病
、
痙
攣
を
発
作
的
に
起
こ
す
病
気
、
癲 て

ん

癇 か
ん 

※
𩕄 

シ
ン 

頭
頂
部
の
頭
蓋
骨
の
縫
合
部 

膽
は
足
の
少
陽
の
脈
な
り
て
、
目
の
鋭
眥
に
起
る
。
上
つ
て
頭
角
に
抵 ふ

れ
、
耳
の
後
を
下
つ
て
頸
を

循
り
、
手
の
少
陽
の
前
を
行 め

ぐ

る
。
生
ず
る
所
の
病
は
、
頭
、
痛
み
、

頷
お
と
が
ひ(

し
た
あ
ご)

、
痛
み
、

目
の
銳
眥
、
痛
み
、
缺
盆
の
中
、
腫
れ
痛
む
。 
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■  

治 

療 

 

扁
桃
の
診
察
法 

1.
 

六
部
定
位
脈
診
で
は
肺
虚
を
呈
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。 

2.
 

天
牖
穴
に
圧
痛
が
現
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
の
痛
み
は
腎
兪
に
鍼
を
す
る
こ
と
で
減
弱
す
る
。 

3.
 

ま
た
、
後
頚
部
の
高
位
Ｃ
５
の
両
側
筋
深
部
に
、
ご
り
ご
り
し
た
細
筋
が
現
れ
、
圧
す
る
と
痛

む
。
こ
の
箇
所
は
、
奇
穴
「
百
労
」
に
相
当
す
る
。 

 

頭
痛
の
治
療 

長
野
式
で
掲
げ
ら
れ
る
七
穴
を
す
べ
て
取
穴
す
る
必
要
は
な
い
。 

腹
証
を
調
え
、
身
体
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
調
え
た
う
え
で
、
後
頚
部
の
高
位
Ｃ
５
の
ご
り
ご
り
し
た

細
筋
に
刺
鍼
し
た
う
え
、
施
灸
す
る
。 

 

週
二
回
の
治
療
を
四
週
間
行
な
う
。 

そ
の
後
は
予
後
観
察
の
目
的
で
、
週
一
回
の
治
療
を
二
週
間
行
な
う
。 

   

《洶
字
解
》・・・「
洶
」
が
喉
の
意
を
有
す
る
証
左
と
し
て
掲
げ
る 

【字
統
】 

洶 

ソ
ウ 

ひ
た
い 

声
符
は
桑 

ソ
ウ
。
説
文
に
「楷
な
り
」と
あ
り
、
楷
カ
ク
は
額
。
「方
言
」に
中
夏
で

は
楷
、
東
斉
で
は
洶
と
い
う
と
す
る
。
ひ
た
い
と
桑
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
も
の
か
は
不
明
。 

 

【大
漢
和
】 

① 

額 

②
頭
、
頂 

 

③ 

頬
・・・河
目
隆
洶 

〔孔
子
家
語-

困
誓
〕 

④ 

お
じ
ぎ
を
す
る 

 

用
例-

洶
子
ソ
ウ
シ 

北
方
人
の
語
で
の
ど
を
言
う
。
と
し
て
、
の
ど
に
関
す
る
用
例
も
あ
る
。 

「
世
人
、
竹
木
、
牙
骨
の
類
を
以
っ
て
叫
子
を
爲
る
。
人
の
喉
中
に
置
け
ば
、
能
く
人
を
し
て
言
わ
し
む
。

こ
れ
を
洶
叫
子
と
謂
う
」と
し
て
、
あ
る
訴
訟
で
訴
え
ら
れ
た
鞫
の
者
の
た
め
に
洶
叫
子
を
作
っ
て
や
っ
た

者
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
粗
々
で
は
あ
っ
た
が
一
、
二
の
言
う
こ
と
は
判
別
で
き
、
冤
を
免
れ
た
話
を
〔
夢

溪
筆
談
・権
智
〕か
ら
引
い
て
い
る
。 

夢
溪
筆
談(

ぼ
う
け
い
ひ
つ
だ
ん)

は
北
宋
・沈
括 (

し
ん
か
つ1030

～94)

に
よ
る
随
筆
集
。 

 

桑
は
古
代
で
は
大
木
と
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
、
低
木
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
養
蚕
の
た 

め
に
、
人
為
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
。
養
蚕
自
体
は
、
殷
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
古 

く
か
ら
桑
林
は
歌
垣
の
場
で
あ
り
、
晋
公
重
耳
が
斉
に
亡
命
し
て
い
る
時
、
斉
か
ら
の
脱
出
計
画 
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を
、
桑
の
葉
摘
み
の
女
が
盗
み
聞
き
し
て
い
た
の
も
桑
の
木
の
上
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
女
の 

重
耳
に
寄
す
る
思
い
の
暗
喩
で
あ
ろ
う
。
こ
の
桑
の
葉
摘
み
の
女
は
、
重
耳
が
斉
に
き
て
か
ら
娶
っ
た 

妻
の
侍
女
で
あ
り
、
こ
の
後
、
侍
女
は
主
で
あ
る
重
耳
の
妻
に
殺
さ
れ<

表
向
き
は
、
侍
女
が
重
耳
の
斉
脱 

出
を
知
っ
た
か
ら
だ
が
、
暗
喩
と
し
て
は
、
重
耳
の
妻
が
侍
女
の
重
耳
に
寄
す
る
思
い
を
断
つ
た
め
で
あ
る 

>

、
妻
に
よ
っ
て
重
耳
は
酔
っ
て
い
る
間
に
斉
を
出
さ
れ
る<

表
向
き
は
、
重
耳
が
自
ら
の
咎
な
く
斉
を
去
る 

た
め
だ
が
、
暗
喩
と
し
て
は
未
詳>

の
で
あ
る
。 

 

桑
に
関
す
る
語
に
「滄
桑
」
の
語
が
あ
る
〔太
平
広
記 

七 

神
仙
伝
〕。
桑
田
が
三
度
海
に
な
り
か 

わ
る
話
で
あ
る
が
、
桑
と
滄(
大
海
原)

と
は
、
音
と
と
も
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い 

か
。
額
、
頬
、
喉
は
と
も
に
首
上
に
あ
っ
て
広
々
し
た
部
分
で
あ
り
、
字
は
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
イ
メ
ー 

ジ
に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 


